
 令和３年度 東京都立富士森高等学校 学校経営計画 

                                       校長 池 田 克 則 

Ⅰ 目指す学校 

    生徒、保護者、地域等から信頼される安心・安全な学校 

「入りたい、入って頑張る 富士森高校」 

 〈育てたい生徒像〉 

  学習活動、部活動、学校行事等の全てに積極的に取り組み、進路希望の実現と自己実

現に向けて努力を継続する生徒    

Ⅱ 中期的目標と方策 

(1) 学習指導 

①校内・校外での研修等を充実させ、各教員および教科全体の授業力を向上させる。 

②３年間を見通した教科・科目ごとの指導計画を工夫し、生徒の進路希望を実現できる

指導を組織的に行う。 

③家庭学習の習慣と自学自習の態度を身に付けさせる指導を工夫し、生徒の学力を向上

させる。 

④「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校教育にお

ける質の高い学びを実現し、生徒が学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、

生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるように育成する。  

(2) 進路指導 

①３年間の進路指導計画に基づき、放課後・週休日・長期休業日の補習・補講等を行う

など、生徒一人一人の進路実現を組織的に支援する。 

②キャリア教育を充実させ、生徒の進路実現、自己実現への意欲を高める。 

 ③「受験は団体戦である」という意識を浸透させ、第一志望校への合格に向けて最後ま

で努力を継続させる。 

(3) 生活指導 

①ルールやマナーの指導を組織的に行い、生徒の規範意識や社会性の定着を図る。 

②保護者や警察等と連携してセーフティ教室等を実施し、生徒の健全育成に努める。 

 ③本校の良き校風と伝統を継承させ、生徒一人一人が学校の代表という意識を持って責

任ある行動を取れるように指導する。 

(4) 特別活動・部活動 

①学校行事や部活動・生徒会活動等を活性化し、生徒の主体性・協調性を育成すると共

に、思いやりの心や社会貢献の態度を育てる。 

 ②学習サークル｢学びの森｣を拡充し、生徒の学力を伸長させて進路実現を図る。 

 ③東京オリンピック・パラリンピック実施に向けた様々な活動等を通じて、生徒の積極

性やコミュニケーション能力を伸ばし、八王子から東京、日本、そして世界へと羽ば

たけるグローバルな人材の育成を推進する。 

(5) 健康づくり 

 ①校内・校外における全ての活動において体罰防止・不適切な指導の防止に努め、生徒

の心身の健康と体力向上を図る。 

 ②スクールカウンセラーと学校、家庭が連携し、生徒の発達段階等に応じた課題解決を

推進する。 

 ③学習指導・生活指導や学校行事・部活動等を通じて、生徒が生涯にわたって心身とも

に健康な生活を送るための意欲と態度を育てる。 



(6) 募集・広報活動 

①全教職員による、組織的な募集・広報活動を推進する。 

②教育活動の情報発信を積極的に行い、広報活動を充実させる。 

③地域に基盤をおいた、地域・同窓会・ＰＴＡ等と連携した教育活動を推進する。 

(7) 学校経営・組織体制 

①分掌・学年・教科等で生徒の情報を共有し、教職員間の連携を強化して全校体制で生

徒を育てる。 

②目標達成に向け、予算の重点化と施設の有効活用を図る。 

③主幹教諭、主任教諭等によるＯＪＴや校外での研修を活性化し、人材育成を推進して

学校の教育力を向上させる。 

④地域・同窓会・ＰＴＡ等との連携を強化し、安心・安全な学校づくりを推進する。 

 ⑤特別な支援が必要な生徒に対しては、「個別の教育支援計画」を作成し、指導に役立

てる。特別支援教育コーディネーターを中心に、学校生活を充実させ進路実現につな

げる。  

Ⅲ 今年度の取組目標と方策 

(1) 学習指導 

 ①校内研修を計画的に実施すると共に、他校での指導教諭による授業を活用するなど、

校外での研修の成果を共有して、各教員、教科全体、学校全体の授業力を向上させる。 

 ②年間授業計画と学力スタンダード、定期考査と学力調査等を活用した指導を組織的に

行い、生徒の学力を向上・定着させる。 

 ③オンライン学習等の環境整備を充実させ、家庭学習の習慣と自学自習の態度を身に付

けさせる。 

(2) 進路指導 

 ①春期・夏期・冬期講習や放課後の補習等を充実させる。また、早めに講習・補習の日

程を周知するなど、実施方法を工夫して参加者を増加させる。 

 ②インターンシップ・体験入学や各種検定（漢検、英検、ワープロ検定等）に積極的に

取り組ませ、真の第一志望を実現させるための指導を推進する。 

 ③生徒全員が受験する模擬試験等を充実させ、全教員が模擬試験等の結果を共有して学

年・各教科等での指導に生かし、生徒一人一人の第一志望の実現を推進する。 

  ④保護者に対しては、入試制度の勉強会を年４回実施し、生徒への適切な指導を共有す

る。 

 ⑤新しい大学入試に向けて組織的に準備を進め、情報を発信し共有を図る。 

(3) 生活指導 

 ①都立高校生活指導指針等を活用し、授業規律の指導、遅刻指導、頭髪、服装等の身だ

しなみ指導、盗難防止の指導を徹底すると共に、いじめの未然防止、早期発見、早期

対応に全校体制で取り組む。 

 ②生徒の自己肯定感を高める指導を行うと共に、交通マナー・自転車の安全指導、薬物

乱用防止の指導、インターネット・携帯電話の適正な利用等の指導を徹底する。 

 ③校内美化を徹底して校内の学習環境を向上させると共に、校外でも全生徒が節度ある

行動を取れるように全校体制で指導を行う。 

  ④自殺予防対策として、教職員、生徒からの情報を共有し組織的に対応するとともに、

保護者と連携を取りながら生徒の安全確保に努める。また、スクールカウンセラーを

活用し早期発見に努め、生徒の悩みに対応することで、自殺防止を図る。 

 



 

(4) 特別活動・部活動 

 ①部活動顧問と外部指導員等が連携して実績を向上させると共に、他の活動との両立を

支援し、生徒の主体性・人間性を育てる。また、奉仕体験活動やボランティア活動、

東日本大震災の復興支援活動等を活性化し、積極的に社会に貢献する態度を育てる。 

 ②サポートティーチャー等の外部人材を積極的に活用して、１、２学年も含めた「学び

の森」の活動を計画的に行い、生徒の進路希望の実現を組織的に支援する。 

 ③海外留学や次世代リーダー育成道場等についての情報提供を行うと共に、７月に留学

生を迎え、異文化交流を行うことにより生徒の広い視野を育てる。また、オリンピッ

ク・パラリンピック教育の取組等を通じて国際理解教育を推進し、生徒のグローバル

マインドを育成する。 

 ④オリンピック・パラリンピック教育アワード校の指定を受け、地域と連携を図りなが

ら地域清掃、地域行事でのボランティア活動を通じて、「学校 2020 レガシー」の構

築に向けた取り組みを進める。 

(5) 健康づくり 

 ①教職員はもちろん、外部指導員等に対しても体罰防止・不適切な指導の防止を徹底し、

安全・安心な学習環境の中で、生徒の健康づくり、体力増進に努める。 

 ②スクールカウンセラーによる１学年生徒全員との面接や生徒理解の校内研修会を行

い、生徒一人一人の状況を全教職員で共有して必要な指導・支援を行う。 

 ③保健体育等の授業はもちろん、体育祭、歩行会、マラソン大会、球技大会等の学校行

事や部活動においても、目標達成に向けた努力を継続させて、体力テストにおける持

久走等の種目の結果を向上させると共に、心身の健康を重視する態度を育てる。 

(6) 募集・広報活動 

 ①総務保健部と募集・広報委員会を中心として、生徒による出身中学校の訪問や全教職

員による中学校・学習塾等の訪問、学校説明会等を計画的・効果的に行う。 

 ②中学生・保護者等のニーズの把握に努め、ホームページや「学校だより」等を活用し

て本校の特色の発信を効果的に行う。 

 ③近隣小・中学校との交流や各種地域行事に積極的に参加し、地域等との連携を深める。 

(7) 学校経営・組織体制 

 ①探究的な学びの実践に向け、プロジェクトチームを立ち上げ、学習環境を整える。 

②分掌・学年・教科等の連携に加えて本校独自の指導マニュアルを作成し、ＰＴＡ・同

窓会・地域・他校等との連携も強化して生徒一人一人を計画的・組織的に育てる。 

 ③自律経営推進予算等の適切な編成と計画的な執行、校内の施設の有効活用を推進し、 

教育活動の効果を最大限に発揮させる。 

 ④各教科・分掌等でのＯＪＴに加えて、予備校等での校外における研修を充実させ、様々

な機会・場面を活用して人材を育成する。 

⑤個人情報管理の徹底や体罰防止・不適切な指導の防止など、法令を遵守した教育活動

を徹底させる。 

⑥防災教育の充実に努め、生徒が災害等に適切に対応できる力を育てる。 

 ⑦公開講座や施設開放等を通じて、地域や都民に開かれた学校づくりを推進する。 

⑧教職員からの積極的な提案を推奨・支援し、新たな改善策を実現・実行させる。 

   ⑨ライフワークバランス推進策として、教師が心身の健康を損なうことのないよう業務

の質的転換を図り、限られた時間の中で生徒に接する時間を十分に確保し、生徒に真

に必要な総合的な指導を持続的に行うことのできる状況を作り出すことを目指す。 



 

⑩「東京都立富士森高等学校 創立８０周年記念式典」委員会を中心に記念式典の企画

の立案を検討し、教職員全体で組織的に業務を遂行する。 

 

Ⅳ 重点目標と数値目標 

 ①一般受験を重視した組織的指導による、大学進学実績の一層の向上 

 ②部活動・学校行事等と学習活動・進路実現の両立の推進 

  ③募集・広報活動の一層の充実と男女別入試倍率の定着 

 

 

重点目標 数値目標 令和２年度 令和元年度 平成３０年度 平成２９年度 

 

２７年度  

生徒の授業満足度 ８６％ ８５％ ８４％ ８３％ ７８％ ７６％  

長期休業中の講座数 ８０講座 ５９講座 ７１講座 １１０講座 ９０講座 ７６講座  

四年制大学への現役進学率         ６２％ ６２％ ５５％ ５９％ ５４％ ５７％  

国公立・ＧＭＡＲＣＨ以上現役合格者数 １０名 ５名 ９名 １９名 ９名 １１名  

日東駒専以上現役合格者数 １００名 ８６名 １１１名 １１７名 ７６名 ７８名  

部活動加入率    ９２％ ９１％ ９４％ ８９％ ９１％ ９１％  

都大会レベル以上出場部数 １５部 ７部 １６部 １３部 １４部 １０部  

文化祭来校者数  4000 人 （中止） 3785 人 3925 人 3330 人 3584 人  

文化祭来校中学生数 1500 人 （中止） 1339 人 1467 人 1245 人 1173 人  

学校満足度（生徒） ８７％ ８６％ ８６％ ８２％ ７５％ ７４％  

学校満足度（保護者） ８７％ ８７％ ８５％ ８６％ ８５％ ８６％  

入試倍率(最終応募) 1.5 倍 1.47 倍 1.18 倍 1.44 倍 1.35 倍 1.62 倍  


